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§１．研究実施体制  

 

（１）「檜山」グループ（東京大学 先端科学技術研究センター） 

① 研究開発代表者：檜山 敦 （東京大学先端科学技術研究センター、講師） 

② 研究項目 

(ア) 人材スキル抽出 

- 収集プロファイルの設計：データ収集インタフェース設計 

- プロファイルデータ収集：収集結果からのインタフェース再設計 

- プロファイル分析：マッチング可視化手法の設計 

(イ) 仕事スキルの因数分解 

- キャリアコンサルタント調査：データ収集インタフェース設計 

- 仕事スキルデータ収集：仕事のタスク分解データ収集 

- 仕事スキル分析：マッチングアルゴリズム設計検証 

(ウ) 人材支援技術 

- スキル獲得支援技術設計 

- テレワークインタフェース設計 

- スキル補完マッチング設計 

（２）「秋山」グループ（東京大学 高齢社会総合研究機構） 

① 主たる共同研究者：秋山 弘子 （東京大学高齢社会総合研究機構、特任教授） 

② 研究項目 

(ア) 人材スキル抽出 

- 収集プロファイルの設計：多様な働き方を踏まえたプロファイル項目の調査設計 

- プロファイルデータ収集：人材プロファイルの収集分析 

- プロファイル分析：マッチング評価指標の分析 

(イ) 仕事スキルの因数分解 

- キャリアコンサルタント調査：ジョブマッチング暗黙知調査 

 

§２．研究実施の概要  

 本研究開発で中核となるジョブマッチングプラットフォームの具体的な構造を提示し、その実現へ向

けて必要となる基本設計要素の調査に重点的に取り組んだ。人材ビジネスにおける人材側の情報を収集

し人材へのアドバイスを行うキャリアアドバイザーの暗黙知の抽出と企業側の求人の職務スキルを具

体化しアドバイスを行うリクルーティングアドバイザーの暗黙知を抽出し、それらのデータ収集を効率

化するインタフェースの設計とデータに基づくマッチングアルゴリズムの構築という形で研究開発イ

メージを具体化した。さらに、対象となる人材ターゲット層として女性・シニア・障害者を設定し、プ

ラットフォームの社会実装と検証を行うフィールド構築に取り組んだ。女性の就労支援に関してはリク

ルートの各事業部との連携を進め、キャリア／リクルーティングアドバイザーのマッチングに関する暗

黙知の調査を開始すると同時に、人材側の就労観の調査を展開した。シニア就労支援に関しては、熊本

県との連携の下、ジョブマッチングプラットフォームの実装に取り組んだ。障害者就労支援については、

神戸市での超短時間就労メソッドの社会実装に取り組んだ。加えて、AIを活用した人材支援やテレワー

ク支援等のプログラム構築を行った。ジョブマッチングに関しては、経験・スキルに関する情報と同様
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に社風やパーソナリティの情報を踏まえたマッチングが暗黙知化されており、その領域に切り込んでい

くことが人材ビジネス側のニーズとして期待されていることを確認した。具体的には、提示したジョブ

マッチングプラットフォームの構造に基づき、人材プロファイルの収集分析と仕事のタスク分解データ

の収集分析、そしてマッチングアルゴリズムを設計検証するための研究開発を行った。研究開発のアウ

トプットとして、対象となる人材ターゲット層としての女性派遣領域・シニア・障害者フィールドに対

して、構築したシステムをフィールドの準備状況に応じてそれぞれ部分的に実装する形で取り組んだ。

特に、リクルートグループのキャリアアドバイザー・リクルーティングアドバイザーへのヒアリングと

デプス調査に基づいてインタフェース・アルゴリズム・システム設計を行った。人材プロファイル収集

するインタフェース設計については、人材の持つ特徴量としては従来ジョブコーディネータの暗黙知に

頼り、十分に抽出活用できていないソフトスキルと呼ばれる職務関連パーソナリティの収集分析を行い、

職務経歴毎の特徴を得ることができた。仕事のタスク分解については、職務の記述構造に着目して、職

域毎のハードスキルとソフトスキルを含む形で、仕事のタスク単位への分解抽出を支援するインタフェ

ースを設計し、タスクデータを収集することができた。最終的なマッチングシステムの設計検証にあた

っては、従来のジョブマッチングデータが抱えるマッチング評定者の信頼性の不確定性を補完する信頼

性予測モデルを構築し、マッチング学習器に組み込んだシステムを設計した。株式会社リクルートスタ

ッフィングの実データを用いた学習と検証を行うことで、マッチング結果における一定の信頼性の向上

を達成した。 

 


